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研究成果概要 

電源復旧時に観測を自動的に再開させるための「IP スィッチ」と、遠隔操作で FPGA

レコーダ回路を書換可能なシステムの導入により、冬季観測の可動率が大幅に改善され

た。 

宇宙天気研究では、2006 年 12 月に観測された CME の地球到来（SSC）に伴う大地磁

気嵐の loss-cone（LC）前兆現象を詳細に解析した。このイベントでは、LC 型強度分布が

期待される IMF に沿う太陽方向が南半球低緯度であったため、この方向が視野に入った

Sao Martinho（ブラジル）、Hobart（オーストラリア）のミューオン計で明瞭な前兆現象

が観測されている。乗鞍・名古屋のミューオン計では前兆現象そのものは観測されてい

ないが、これらの宇宙線計のデータは通常の宇宙線流による寄与を精確に補正し、前兆

現象を精度良く解析するのに重要な役割を果たしている。解析の結果、このイベントで

は SSC に 28 時間先だって前兆現象が観測されており、太陽面上で CME が発生してわず

か 7 時間後には、惑星間空間に LC 型強度分布が存在していたことが判った。また、SSC

以前の約 10 時間には宇宙線強度の増加も観測されており、衝撃波との正面衝突で加速さ

れた宇宙線によるものと考えられる。この結果は、宇宙線強度の増加として現れる前兆

現象を、初めてミューオン計で詳細に捉えたものとして注目される（詳しくは下記業績

論文２を参照）。 
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